
プレイ人数 : 3 ～ 6人
プレイ時間 : 15～ 30分
対象年齢 : 10歳以上

子音カード : 36 枚
母音チップ : 30 枚
ヒントカード : 32 枚

訓令式ローマ字対応表 :６枚
得点カウンター :６枚
得点トークン：６個

内容物

おまけの遊び方（原点）
このゲームは、作者が高校生の頃に考えて仲間内で遊んでいたものが元になっています。
内輪で閲覧するノートがあり、そこではおもに歌詞を題材にしていました。
M_S_M_S_K_M_Y_ K_M_S_NY_  のように書いて、ヒントを添えて出題するわけです。
この原点の歌詞当ての遊び方を、子音カードと母音チップを使って、互いに出題し合うという遊び方もやっ
てみてもいいかもしれません。ひとりずつ、すべての子音カードから好きなだけ使って出題し、正解数だ
け競う感じ（出題の点数はなし）でしょうか。ヒントは、やはりジェスチャーのみがおもしろそうですね！

出題して回答をする
出題を確定させた（一番早くヒントカードを伏せた）プレイヤーから順に、出題と回答を行います。

出題の公開とヒントの提示 : 出題者は自分の番が来たら、被せていた「得点カウンター」と「ローマ字表」
を取り除いて、隠していた単語（子音カードと母音チップの配列）を公開します。続いて、伏せていたヒ
ントカード（1～3枚）をすべて表向きにして公開します。

回答 :出題者以外の全員が正解の推理に臨みますが、このとき、出題者は声を出すことができません。公開
したヒントカードと、ジェスチャーのみでヒントを出します。
回答者は、分かった時点で発言して回答します。早いもの勝ちで、タイミングが際どければ出題者が判定
してください。回答権は、1人 1回までです。

［全員が不正解だった場合］出題者はジェスチャーだけでなく、正解そのものを言わない範囲で、言葉によ
るヒントが出せます。また、回答者は順番や回数に制限なく、早い者勝ちで何度でも当てにいくことがで
きます。正解が出るまでワチャワチャと続けましょう。

得点計算して勝敗をきめる
出題ごとに得点計算を行います。得点カウンターを利用して、獲得点数を記録していってください。

【出題者の得点】
文字得点の合計 : 作成に使用した子音カードに設定された得点の合計値を獲得します。
（例：「W (5 点 )」「K (1 点 )」を使ったワードを正解されたら、合計 6点獲得）。
使い切りボーナス : 手札をすべて使い切って正解された場合、+3点を追加で獲得します。
マイナス点: 使い切れずに手元に残ったカード1枚につき、そのカードの表・裏の得点のうち「低い方の数字」
を減点とします。

★ただし！　もしも「ジェスチャーとヒントカードのみのヒント」のうちに正解されなかった場合はこの
出題点は得られません。

【回答者の得点】
正解した場合、規定の点数（例：+3 点）を獲得します（ジェスチャーフェーズ、フリー回答フェーズどち
らで正解しても同じです）。

全員の出題が終わった時点で、最も得点の高いプレイヤーが勝利します。
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ゲームの流れ（1ラウンド）
出題を考える（全員同時）
「スタート」の合図で、全員一斉に開始します。基本の制限時間はありません。
単語の作成 :手札の子音カードを使って、単語（名詞）を作ります。カードは両面に文字が書かれていますが、
どちらを使っても構いません。
追加ドロー :思考フェーズ中、山札から好きな枚数の子音カードを追加で引いて、手札に加えることができ
ます。（ただし、引きすぎると後述のペナルティのリスクがあります）

単語作成のルール
基本的には名詞を作成します。この基本がある前提で、それ以外を作成しても構いませんが、正解しても
らいにくくなることでしょう。
ローマ字表記は基本的に「訓令式」を使用します（し→SI, ち→TI 等）。ただし、長音（伸ばす音）の扱いは、 
母音を重ねて表現します（例：「らーめん」なら母音チップを 2つ並べて R◦◦M◦N とする）。

出題完成と単語隠し :単語が完成したら、子音カードの間に必要な数、母音チップを置いて単語の構造を作
り、その上に「得点カウンター」と「ローマ字表」を被せて、他のプレイヤーから見えないように隠した
状態で自分の前に並べます（はみ出す場合は、隠せる範囲だけ隠します）。続いて、場に広げられたヒントカー
ドの中から、作成した言葉に合うものを 1枚から最大 3枚まで選び、自分の手元に裏向きに伏せて置きます。
この「ヒントカードを取って伏せる」アクションをもって「作問完了」となります（早い者勝ちです）。
※早く出題を完成させると、他のプレイヤーが出題を隠す前にチェックする余裕が生まれるのでちょっと
有利になります（もちろん、出題を考えながら周りに注意を払えれば有利にはつながります）。

フェーズ終了条件（ラスト1人のカウントダウン）:出題が完成していないプレイヤーが最後の 1人になっ
たら、すでに完成しているプレイヤーたちが口頭で「30、29、28…」と 30秒のカウントダウンを始めます。
ゼロになっても完成しなかった場合そのプレイヤーは出題権を失いますが、子音２文字 + 母音でだいたい
なんらかの単語は作れるので、なんとか間に合わせましょう。

ゲームの概要
このゲームは、配られた子音カードを使って単語を作り、他のプレイヤーに当ててもらうクイズゲームです。
各文字には出現頻度に応じた得点（1～5点）が設定されており、使いにくい文字ほど高得点になっています。

準備（セットアップ）
子音カードをよくシャッフルし、各プレイヤーに 4枚ずつ配ります（山札は中央に置きます）。
次に、全員が取りやすいテーブル中央に、母音チップをまとめて置いておきます。
ヒントカードをすべて表向きにしてテーブルの中央（全員が見える場所）に広げておきます。


